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説明資料



１．プルトニウム燃料第三開発室の使用変更許可申請の変更内容
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分析物性室（FQ-201）で実施している一連の分析廃液処理作業における試料の

臨界管理ユニット間の移動をなくすため、臨界管理ユニット番号：UFQ-2のう

ち、プルトニウム同位体組成・ウラン濃縮度測定設備及びこれを収納・接続す

るオープンポートボックス№FQO-01a、FQO-01bに係る記載を削除し、当該記

載を臨界管理ユニット番号UFQ-5へ変更する。



１．プルトニウム燃料第三開発室の使用変更許可申請の変更内容【続き】
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（変更前） （変更後）

変更後は臨界管理ユニット間の移
動が不要



２．プルトニウム燃料第三開発室の使用変更許可申請の変更箇所
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１）使用の目的及び方法のうち、目的番号(3)の使用の方法(3)分析廃液処理で
の処理作業の④放射能測定に係る記載を一部削除する。

２）使用施設の位置、構造及び設備のうち、使用施設の設備のうち、（5)検査
工程設備のうち、臨界管理ユニット番号：UFQ-2のうち、プルトニウム同
位体組成・ウラン濃縮度測定設備及びこれを収納・接続するオープンポー
トボックス№FQO-01a、FQO-01bに係る記載を削除し、当該記載を臨界管
理ユニット番号：UFQ-5へ変更する。



１）使用の方法の変更
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 使用の使用の目的及び方法のうち、目的番号(3)の使用の方法(3)分析廃液処理での処理作業の④放
射能測定に係る記載を一部削除する。（下線部を削除）

④ 放射能測定
分析廃液処理設備内の各貯槽において、放射能測定用として採取した試料及び低レベル放射性廃水
を抜き出した容器表面を拭取ったスミヤろ紙は、バッグアウトし、プルトニウム同位体組成・ウラ
ン濃縮度測定設備に移動した後、放射能測定を行う。試料は、運搬台車に収納し移動する。

④ 放射能測定
分析廃液処理設備内の各貯槽において、放射能測定用として採取した試料及び低レベル放射性廃水
を抜き出した容器表面を拭取ったスミヤろ紙は、バッグアウトし、プルトニウム同位体組成・ウラ
ン濃縮度測定設備に移動した後、放射能測定を行う。

（核燃料物質の移動に使用する運搬台車の記載を削除）



２）使用施設の位置、構造及び設備の変更
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 使用施設の位置、構造及び設備のうち、使用施設の設備のうち、（5)検査工程設備のうち、臨界管理
ユニット番号：UFQ-2のうち、プルトニウム同位体組成・ウラン濃縮度測定設備及びこれを収納・接
続するオープンポートボックス№FQO-01a、FQO-01bに係る記載を削除し、当該記載を臨界管理ユ
ニット番号：UFQ-5へ変更する。（下線部を変更）

使用設備の名称 個数 仕 様

プルトニウム同位体組成・ウラ
ン濃縮度測定設備注2）

α線用放射能測定装置

β線用放射能測定装置

質量分析装置

ｵｰﾌﾟﾝﾎﾟｰﾄﾎﾞｯｸｽ№FQO-01a注1)

ｵｰﾌﾟﾝﾎﾟｰﾄﾎﾞｯｸｽ№FQO-01b注1)

1式

３

１

１

１
１

臨界管理ユニット番号：UFQ-2
臨界管理方式：質量管理
臨界管理区分：減速系
核的制限値：0.27（kgPu＊）

耐震重要度：Ｃクラス

ｵｰﾌﾟﾝﾎﾟｰﾄﾎﾞｯｸｽ№FQO-01aに収納

ｵｰﾌﾟﾝﾎﾟｰﾄﾎﾞｯｸｽ№FQO-01aに収納

ｵｰﾌﾟﾝﾎﾟｰﾄﾎﾞｯｸｽ№FQO-01bに接続

耐震重要度：Ｃsクラス
耐震重要度：Ｃsクラス

使用設備の名称 個数 仕 様

（削除（臨界管理ユニット番号：
UFQ-5へ記載場所の変更））

（削除）

臨界管理ユニット番号：UFQ-2
臨界管理方式：質量管理
臨界管理区分：減速系
核的制限値：0.27（kgPu＊）

（削除）

(5) 検査工程設備 （抜粋） (5) 検査工程設備 （抜粋）



２）使用施設の位置、構造及び設備の変更【続き】
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使用設備の名称 個数 仕 様

（記載なし（ 臨界管理ユニット
番号：UFQ-2から記載場所の変
更 ））

分析廃液処理設備注6）

中和槽

吸着塔

吸着液貯槽注4）

処理液貯槽

（記載なし（ 臨界管理ユニット
番号：UFQ-2から記載場所の変
更 ））

ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ№FQG-23注1)

（記載
なし）

１式

１

４

２

１

（記載
なし）

１

臨界管理ユニット番号：UFQ-5
臨界管理方式：質量管理
臨界管理区分：減速系
核的制限値：0.27（kgPu＊）

（記載なし）

耐震重要度：Ｃクラス

ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ№FQG-23に収納

ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ№FQG-23に収納

ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ№FQG-23に収納

ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ№FQG-23に収納

（記載なし）

耐震重要度：Ｃsクラス

使用設備の名称 個数 仕 様

プルトニウム同位体組成・ウラン
濃縮度測定設備注2）

α線用放射能測定装置

β線用放射能測定装置

質量分析装置

分析廃液処理設備注6）

中和槽

吸着塔

吸着液貯槽注4）

処理液貯槽

ｵｰﾌﾟﾝﾎﾟｰﾄﾎﾞｯｸｽ№FQO-01a注1)

ｵｰﾌﾟﾝﾎﾟｰﾄﾎﾞｯｸｽ№FQO-01b注1)

ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ№FQG-23注1)

1式

３

１

１

１式

１

４

２

１

１
１

１

臨界管理ユニット番号：UFQ-5
臨界管理方式：質量管理
臨界管理区分：減速系
核的制限値：0.27（kgPu＊）

耐震重要度：Ｃクラス

ｵｰﾌﾟﾝﾎﾟｰﾄﾎﾞｯｸｽ№FQO-01aに収納

ｵｰﾌﾟﾝﾎﾟｰﾄﾎﾞｯｸｽ№FQO-01aに収納

ｵｰﾌﾟﾝﾎﾟｰﾄﾎﾞｯｸｽ№FQO-01bに接続

耐震重要度：Ｃクラス

ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ№FQG-23に収納

ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ№FQG-23に収納

ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ№FQG-23に収納

ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ№FQG-23に収納

耐震重要度：Ｃsクラス
耐震重要度：Ｃsクラス

耐震重要度：Ｃsクラス

(5) 検査工程設備 （抜粋） (5) 検査工程設備 （抜粋）



３．変更に伴う安全評価（核燃料物質の臨界安全：単一ユニット）
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 本変更により、臨界管理ユニット番号：UFQ-5での制限する項目に酸化プルトニウム、混合酸化物が追加
されるが、核的制限値0.27kgPu*（239Pu+241Pu+235U）で管理されていること、また、この核的制限値が酸
化プルトニウム、混合酸化物にも適用されているので、単一ユニットの臨界安全に問題はない。

臨界管理ユ
ニット番号 設置場所 設 備 名 グローブボッ

クス番号 制限する項目 核的制限値

UFQ－２ 分析物性室

炭素・窒素分
析設備

FQG-21a
FQG-21b

酸化プルトニ
ウム又は混合
酸化物の存在
量

0.27 kgPu＊

粉末表面状
態・プルトニ
ウムスポット
観察設備

FQG-22

プルトニウム
同位体組成・
ウラン濃縮度
測定設備

FQO-01a
FQO-01b

UFQ－５ 分析物性室 分析廃液処理
設備 FQG-23

プルトニウ
ム・ウラン溶
液の存在量

0.27 kgPu＊

臨界管理ユ
ニット番号 設置場所 設 備 名 グローブボッ

クス番号 制限する項目 核的制限値

UFQ－２ 分析物性室

炭素・窒素分
析設備

FQG-21a
FQG-21b

酸化プルトニ
ウム又は混合
酸化物の存在
量

0.27 kgPu＊

粉末表面状
態・プルトニ
ウムスポット
観察設備

FQG-22

（削除） (削除)

UFQ－５ 分析物性室

プルトニウム
同位体組成・
ウラン濃縮度
測定設備

FQO-01a
FQO-01b 酸化プルトニ

ウム、混合酸
化物又はプル
トニウム・ウ
ラン溶液の存
在量

0.27 kgPu＊

分析廃液処理
設備 FQG-23

検査工程設備の臨界管理ユニットごとの核的制限値一覧（抜粋） 検査工程設備の臨界管理ユニットごとの核的制限値一覧（抜粋）



３．変更に伴う安全評価（核燃料物質の臨界安全：複数ユニット）
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 本変更による複数ユニットの相互間距離が、核燃料物質使用変更許可申請書に記載されたユニットの
核的隔離条件のうち、以下の条件において、核的に隔離されていることを確認した。

⇒複数ユニットの核的隔離条件
双方の臨界管理ユニットの線源が球形※である場合において、球相互の中心間距離が、双方の球の
半径の和の6倍以上あること。 ※ 臨界量の算出に用いる際の体系

13.76 11.76

400

【単位：cm】

UFQ-5 UFQ-1
0.27kgPu*（Pu-H2O） 9.9kgPu*（MOX）

13.76

650

UFQ-5 UFQ-2
0.27kgPu*（Pu-H2O）

13.76

0.27kgPu*（Pu-H2O）

【UFQ-5とUFQ-1の距離】

【UFQ-5とUFQ-2の距離】



３．変更に伴う安全評価（核燃料物質の臨界安全：複数ユニット）【続き】
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拡大

【凡例】

：線源

6倍以上

【UFQ-2】



４．使用施設等の技術基準に関する規則への適合について
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条 見出し 適合性に対する評価（申請書の変更概要）

第四条 核燃料物質の臨界防止 臨界管理ユニット番号UFQ-5での制限する項目に酸化プルトニウム、混合酸化物が追加されるが核的制限値0.27kgPu*（239Pu+241Pu+235U）

で管理されており、この核的制限値が酸化プルトニウム、混合酸化物にも適用されていることから、単一ユニットの臨界安全に問題はない。また、
複数ユニットの相互間距離が核的に隔離されていることから、複数ユニットの臨界安全に問題はない。

第五条 使用施設等の地盤 本申請の対象外（変更なし）

第六条 地震による損傷の防止 本申請の対象外（変更なし）

第七条 津波による損傷の防止 本申請の対象外（変更なし）

第八条 外部からの衝撃による損傷の防止 本申請の対象外（変更なし）

第九条 立入りの防止 本申請の対象外（変更なし）

第十条 使用施設等への人の不法な侵入等の防
止

本申請の対象外（変更なし）

第十一条 閉じ込めの機能 本申請の対象外（変更なし）

第十二条 火災等による損傷の防止 本申請の対象外（変更なし）



４．使用施設等の技術基準に関する規則への適合について（続き）
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条 見出し 適合性に対する評価（申請書の変更概要）

第十三条 溢水による損傷の防止 本申請の対象外（変更なし）

第十四条 化学薬品の漏えいによる損傷の防止 本申請の対象外（変更なし）

第十五条 安全避難通路等 本申請の対象外（変更なし）

第十六条 使用施設等の機能 本申請の対象外（変更なし）

第十七条 材料及び構造 本申請の対象外（変更なし）

第十八条 貯蔵施設 本申請の対象外（変更なし）

第十九条 汚染を検査するための設備 本申請の対象外（変更なし）

第二十条 放射線管理設備 本申請の対象外（変更なし）

第二十一条 安全回路 本申請の対象外（変更なし）

第二十二条 廃棄施設 本申請の対象外（変更なし）



４．使用施設等の技術基準に関する規則への適合について（続き)
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条 見出し 適合性に対する評価（申請書の変更概要）

第二十三条 核燃料物質等による汚染の防止 本申請の対象外（変更なし）

第二十四条 遮蔽 本申請の対象外（変更なし）

第二十五条 非常用発電設備 本申請の対象外（変更なし）

第二十六条 警報装置等 本申請の対象外（変更なし）

第二十七条 多量の放射性物質等を放出する事故の
拡大の防止

本申請の対象外（変更なし）
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